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二
三

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
前
稿
「
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
―
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
平
泉
・
光
堂
の

句
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
お
い
て
、
新
し
い
授
業
づ
く
り
を
提
案
す
る
の
に
先
立
ち
、
現

行
学
習
指
導
要
領
の
分
析
を
行
っ
て
、
次
下
の
諸
点
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た

（
１
）。

（
１�

）
平
成
二
十
年
版
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
、
特
記
す
べ
き
最
大
の
改
訂
は
、「
伝

統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
の
新
設
で
あ
る
。

（
２�

）
こ
れ
を
新
設
し
た
意
義
は
、「
今
回
の
改
訂
で
は
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
小
学

校
の
低
学
年
か
ら
触
れ
、
中
学
校
に
お
い
て
も
引
き
続
き
古
典
に
親
し
む
態
度
の

育
成
を
重
視
し
て
い
る
」（
中
学
校
学
習
指
導
要
領
）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

小
中
学
校
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
の
「
古
典
に
親
し
む
態
度
」
を
「
育
成
」
す
る

こ
と
に
あ
る
。

（
３�

）
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
ま
ず
小
学
校
段
階
に
お
い
て
古
典
に
関
す
る
基

礎
的
・
基
本
的
内
容
を
学
習
し
、
し
か
る
後
に
中
学
校
に
お
い
て
「
古
典
の
世
界

に
触
れ
る
こ
と
」（
一
学
年
）、「
古
典
の
世
界
を
楽
し
む
こ
と
」（
二
学
年
）
と
進

み
、
最
終
的
に
「（
古
典
の
）
世
界
に
親
し
む
こ
と
」（
三
学
年
）
が
で
き
る
よ
う

に
、
段
階
を
踏
ん
で
、
系
統
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

（
４�

）
学
習
指
導
要
領
に
は
、「
古
典
の
世
界
に
親
し
む
こ
と
」
と
し
て
六
項
目
の
内
容

が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に

触
れ
、
登
場
人
物
や
作
者
の
思
い
な
ど
を
想
像
す
る
こ
と
」
が
最
も
重
要
な
項
目

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
学
校
の
高
学
年
に
も
「
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方

を
知
る
こ
と
」
と
い
う
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
小
中
学
校
を
貫
く
、

一
貫
し
た
方
向
性
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
５�

）
要
は
、「
古
典
の
世
界
」
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
り
込
ん
で
、
極
力
そ
の
時
代
、
そ

の
地
域
に
生
活
す
る
人
に
な
り
切
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
不
用
意
に

現
代
に
引
き
つ
け
た
解
釈
を
し
な
い
こ
と
や
、
無
理
矢
理
に
現
代
と
の
共
通
項
を

探
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
が
切
に
求
め
ら
れ
る
。    

　

ま
た
、
半
田
淳
子
「
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
と
小
中
学
校
の
国
語
教
科
書
が
抱
え
る

課
題
」
に
よ
っ
て
、
中
学
校
の
古
典
教
材
に
は
、
定
番
と
言
わ
れ
る
も
の
が
多
数
存
す

る
と
の
知
見
を
得
た
（
２
）。『
竹
取
物
語
』『
平
家
物
語
』『
枕
草
子
』『
徒
然
草
』『
お
く

の
ほ
そ
道
』『
万
葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』『
新
古
今
和
歌
集
』『
論
語
』
等
の
こ
と
で
あ

る
が
、
詳
細
に
見
る
と
、
学
校
図
書
、
教
育
出
版
、
三
省
堂
、
東
京
書
籍
、
光
村
図
書

の
各
社
に
共
通
す
る
教
材
が
、
中
学
校
の
各
学
年
毎
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
第
一
学
年
の
『
竹
取
物
語
』、
第
二
学
年
の
『
平
家
物
語
』（『
枕
草
子
』
も

学
校
図
書
以
外
は
採
録
し
て
い
る
）、
第
三
学
年
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
正
に
、
定
番
中
の
定
番
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

前
稿
で
は
、こ
の
う
ち『
お
く
の
ほ
そ
道
』の「
平
泉
・
光
堂
の
句
」を
取
り
上
げ
た
が
、

本
稿
で
は
そ
れ
に
続
い
て
、『
平
家
物
語
』の「
扇
の
的
」に
つ
い
て
分
析
・
検
討
を
行
い
、

新
し
い
授
業
づ
く
り
を
提
案
し
て
み
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
の
姉
妹
編
と
し
て
、『
平
家
物
語
』
の
「
敦
盛
の
最
後
」
を
取
り
上
げ

古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り　

―
『
平
家
物
語
』
扇
の
的
を
め
ぐ
っ
て
―

鈴　
　

木　
　
　
　

恵

�

二
〇
一
六
・
九
・
一
五　

受
理
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二
四

た
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
（
３
）。
し
か
し
、
何
れ
も
『
平
家
物
語
』
を
取
り
扱
い
、
な

お
か
つ
何
れ
が
先
に
公
に
さ
れ
る
か
不
確
か
で
あ
る
た
め
、
本
稿
と
別
稿
に
は
内
容
的

に
共
通
点
が
多
い
こ
と
（
特
に
第
一
～
四
節
、
第
八
節
）
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し

て
お
く
。

　
　
　

 

二
、『
平
家
物
語
』
授
業
づ
く
り
の
前
提
条
件

　

『
平
家
物
語
』
の
授
業
づ
く
り
の
前
提
と
し
て
、
授
業
者
側
が
承
知
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
次
下
に
そ
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
る
（
４
）。
こ
の
す
べ
て

を
児
童
・
生
徒
に
伝
え
る
必
要
は
な
い
が
、
授
業
者
側
の
、
言
わ
ば
必
要
条
件
だ
と
考

え
て
い
る
。

１
．
舞
台
は
ど
の
よ
う
な
時
代
か

・
教
科
書
の
記
述
は
、
院
政
時
代
末
期
の
寿
永
二
年
（
１
１
８
３
）
―
三
年

（
１
１
８
４
）
の
頃
。

・
天
皇
家
、
藤
原
摂
関
家
、
武
家
（
平
氏
・
源
氏
）
が
真
っ
二
つ
に
分
か
れ
て
戦
っ

た
保
元
・
平
治
の
乱
の
後
、
武
家
政
権
を
樹
立
し
た
平
氏
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に

そ
の
専
横
ぶ
り
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
り
、
つ
い
に
治
承
四
年
（
１
１
８
０
）
四

月
、後
白
河
法
皇
の
第
三
皇
子
・
以
仁
王
が
「
平
家
追
討
」
の
令
旨
を
出
す
に
至
っ

た
。
以
仁
王
自
身
も
挙
兵
し
、
源
頼
政
（
所
謂
「
源
三
位
頼
政
」、
摂
津
源
氏
。

ち
な
み
に
頼
朝
た
ち
は
河
内
源
氏
）
と
連
動
し
て
平
家
と
戦
っ
た
が
、
三
井
寺
園

城
寺
か
ら
南
都
の
興
福
寺
に
逃
れ
る
途
中
で
平
家
軍
に
討
た
れ
た
。
し
か
し
、
以

仁
王
の
令
旨
は
伊
豆
・
蛭
が
島
に
流
さ
れ
て
い
た
源
頼
朝
や
、
木
曽
義
仲
に
源
行

家
（
＝
義
朝
の
弟
）
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
挙
兵
に
つ
な
が
っ
て
行

く
。

・「
扇
の
的
」
は
、
屋
島
の
戦
い
で
、
頼
朝
の
弟
・
義
経
に
背
後
か
ら
急
襲
さ
れ
た

平
家
軍
が
総
崩
れ
と
な
り
、
海
上
に
逃
れ
た
後
、
海
上
の
平
家
と
陸
上
の
源
氏
と

が
対
峙
し
て
い
る
場
面
。
日
暮
れ
て
互
い
に
引
き
退
く
頃
合
い
、（
平
家
方
と
覚

し
き
）
一
艘
の
小
舟
が
岸
近
く
に
来
て
、
紅
地
に
日
の
丸
を
描
い
た
扇
を
竿
の
先

に
付
け
、
こ
れ
を
射
よ
と
ば
か
り
に
手
招
き
す
る
。
源
氏
方
で
は
射
手
に
那
須
与

一
を
指
名
す
る
。

・
こ
の
名
場
面
は
、
後
に
能
「
屋
島
」
や
幸
若
舞
「
敦
盛
」、
歌
舞
伎
「
那
須
与
一

西
海
硯
」
な
ど
の
題
材
と
な
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
か
ら
の
尾
ひ
れ
羽
ひ
れ
が

つ
い
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
歴
史
的
事
実
で
は
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

２
．
那
須
与
一
（
余
一
）
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か

・
生
没
年
不
詳
。
鎌
倉
時
代
前
期
の
武
士
。
与
一
は
通
称
で
、
下
野
国
の
豪
族
・
那

須
資
隆
（
資
高
）
の
十
一
番
目
の
子
と
さ
れ
、
余
一
（
十
余
り
一
の
意
味
）
と
も

書
く
。
文
治
元
年
（
１
１
８
５
）
二
月
、
義
経
に
従
っ
て
屋
島
の
戦
い
に
加
わ
っ

た
与
一
が
、
平
家
方
の
小
舟
に
立
て
た
扇
の
的
を
一
矢
で
み
ご
と
に
射
落
と
し

て
、
敵
味
方
の
賞
讃
を
博
し
た
話
は
、『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
や
『
源
平
盛
衰

記
』
に
名
場
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
て
い
る
。
こ
の
時
与
一
は
『
平
家
物
語
』
で

は
二
十
歳
ぐ
ら
い
、『
那
須
系
図
』
で
は
十
七
歳
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
な
資
料

に
は
見
え
ず
物
語
上
の
人
物
と
し
て
の
色
彩
が
極
め
て
濃
い
。

３
．
後
藤
実
基
や
伊
勢
義
盛
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か

・
後
藤
実
基
は
義
経
の
信
頼
が
厚
く
、
平
家
方
の
扇
の
的
の
意
図
を
推
量
し
、
射
手

と
し
て
那
須
与
一
を
推
薦
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
推
薦
者
に
関
し
て
は
諸
説
が

あ
っ
て
、
実
基
の
行
動
と
は
断
定
で
き
な
い
。
実
基
は
、
す
で
に
保
元
の
乱
の
頃

か
ら
義
経
の
父
・
義
朝
配
下
の
武
将
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。「
古ふ

る
つ
わ
も
の兵
」
と

し
て
、
そ
の
体
験
や
軍
語
り
を
伝
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
伝
承
者
と
し
て
の

側
面
に
も
注
意
さ
れ
る
。

・
伊
勢
義
盛
は
義
経
腹
心
の
郎
党
で
、
屋
島
の
合
戦
に
際
し
て
も
義
経
と
と
も
に
屋

島
の
内
裏
へ
と
進
撃
し
、
海
上
に
逃
れ
た
平
家
軍
と
対
戦
し
た
。
物
語
世
界
に
お

け
る
義
盛
は
義
経
の
命
を
至
上
と
し
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
の
に
躊
躇
す
る
と
こ

ろ
の
な
い
、
股
肱
の
郎
党
と
し
て
の
造
型
が
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　

三
、『
平
家
物
語
』
の
伝
本

　

と
こ
ろ
で
、『
平
家
物
語
』
に
は
語
り
本
系
統
と
読
み
本
系
統
と
い
う
二
つ
の
系
統

が
あ
る
。語
り
本
系
統
は
、さ
ら
に
八
坂
流
系
（
城
方
）と
一
方
流
系
と
に
分
け
ら
れ
る
。

八
坂
流
系
の
諸
本
は
平
家
四
代
の
滅
亡
で
終
わ
る
が
、一
方
流
系
の
諸
本
は
「
灌
頂
巻
」

が
付
加
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
語
り
本
系
統
は
、
当
道
座
に
属
す
る
盲
目
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二
五

の
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
語
ら
れ
た
も
の
で
、
読
み
本
系
統
は
、
従

来
は
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
語
り
本
系
統
を
、
読
み
物
と
す
る
た
め
に
加

筆
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
読
み
本
系
統
の
方
が
語
り
本
系
統
よ

り
も
古
態
を
存
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

語
り
本
系
統
の
一
方
流
に
は
、
盲
目
の
平
家
琵
琶
奏
者
・
明
石
覚
一
が
応
安
四
年

（
１
３
７
１
）
に
ま
と
め
た
所
謂
、
覚
一
本
が
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
『
平
家
物
語
』
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
原
本
は
現
存
し
な
い
た
め
、
一
般
に
は

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
所
蔵
の
所
謂
、
高
野
本
、
あ
る
い
は
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
所
蔵
本
に
よ
っ
て
い
る
（
５
）。
八
坂
流
で
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
百
二
十

句
本
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
６
）。
一
方
の
読
み
本
系
統
に
は
、
延
慶
本
、
長
門
本
、

源
平
盛
衰
記
な
ど
の
諸
本
が
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
延
慶
二
、三
年　

（
１
３
０
９
―
１
０
）
の
本
奥
書
を
有
し
、
鎌
倉
時
代
語
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

延
慶
本
が
注
目
さ
れ
て
い
る
（
７
）。

　　
　
　

四
、
教
科
書
教
材
の
出
典

　

現
行
の
教
科
書
教
材
の
『
平
家
物
語
』
は
、「
敦
盛
の
最
後
」
を
掲
載
す
る
教
育
出
版
、

三
省
堂
が
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）、
学
校
図
書
が
『
日
本
古
典
文
学

全
集
』（
小
学
館
）
を
出
典
と
し
、「
扇
の
的
」
を
掲
載
す
る
東
京
書
籍
、光
村
図
書
が
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
を
出
典
と
し
て
い
る
よ
う
に
、『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　

『
日
本
古
典
文
学
全
集
』『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
底
本
は
、
と
も
に
高
野

本
で
あ
る
の
で
、
教
科
書
教
材
に
は
、
語
り
本
系
統
・
一
方
流
の
覚
一
本
系
の
み
が
採

録
さ
れ
続
け
て
お
り
、
読
み
本
系
統
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
全
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
は
、
八
坂
流
系
の
百
二
十
句
本
を
底
本
と
し
て

い
る
。

　

教
科
書
教
材
の
『
平
家
物
語
』
で
は
、
必
ず
ま
ず
有
名
な
冒
頭
文
「
祇
園
精
舎
の
鐘

の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り
を
あ

ら
は
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。
た
け
き
者
も

つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。」
を
掲
げ
、
こ
の
物
語
の
中
心

思
想
と
、
平
家
の
栄
華
と
滅
亡
と
を
か
ら
め
て
解
説
し
た
後
、「
敦
盛
の
最
後
」
な
い

し
は
「
扇
の
的
」
に
入
っ
て
行
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
（
８
）。

　
　
　

五
、「
扇
の
的
」
の
本
文

　

こ
こ
で
は
、
所
謂
「
扇
の
的
」
を
掲
載
す
る
東
京
書
籍
、
光
村
図
書
の
教
科
書
を
取

り
上
げ
る
。
こ
と
さ
ら
に
所
謂
と
し
た
の
は
、
厳
密
に
は
「
扇
の
的
」
と
明
示
す
る
の

は
光
村
図
書
だ
け
で
、
東
京
書
籍
に
は
見
出
し
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
何
れ
の
本
文
も
語
り
本
系
統
の
覚
一
本
系
、
高
野
本
が
底

本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
は
高
野
本
に
は
「
扇
の
的
」
の
段
は
な
く
、「
那
須
与
一
」

と
い
う
章
段
名
が
付
い
て
い
る
（
９
）。

　

高
野
本
の
冒
頭
部
分
は
、「
さ
る
程
に
、
阿
波
、
讃
岐
に
平
家
を
そ
む
い
て
源
氏
を

待
ち
け
る
物
ど
も
、
あ
そ
こ
の
峯
、
こ
こ
の
洞
よ
り
十
四
五
騎
、
二
十
騎
、
う
ち
つ
れ

う
ち
つ
れ
ま
い
り
け
れ
ば
、
判
官
ほ
ど
な
く
三
百
餘
騎
に
ぞ
な
り
に
け
る
。」（
阿
波
、

讃
岐
で
平
家
に
背
い
て
源
氏
を
待
っ
て
い
た
者
ど
も
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、

判
官
・
源
義
経
の
勢
力
は
三
百
餘
騎
ま
で
に
な
っ
た
）
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
こ
の
後

日
暮
れ
と
な
っ
た
の
で
、
源
平
両
軍
が
退
却
を
始
め
る
と
、「
お
き
の
方
よ
り
尋
常
に

か
ざ
（
つ
）
た
る
少
舟
一
艘
、
み
ぎ
は
へ
む
い
て
こ
ぎ
よ
せ
け
り
。」（
平
家
方
と
思
し

き
小
舟
が
一
艘
、
汀
に
向
か
っ
て
漕
ぎ
寄
せ
て
く
る
）
と
い
う
場
面
と
な
る
。

　

末
尾
部
分
は
、那
須
与
一
が
見
事
に
扇
の
要
部
分
を
弓
で
射
切
っ
た
場
面
に
続
い
て
、

「
夕
日
の
か
ゝ
や
い
た
る
に
、
み
な
紅
の
扇
の
日
い
だ
し
た
る
が
、
し
ら
浪
の
う
へ
に

た
ゞ
よ
ひ
、
う
き
ぬ
し
ず
ミ
ぬ
ゆ
ら
れ
け
れ
ば
、
奥
に
ハ
平
家
、
ふ
な
ば
た
を
た
ゝ
い

て
感
じ
た
り
。
陸
に
ハ
源
氏
、ゑ
び
ら
を
た
ゝ
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。」と
あ
る
よ
う
に
、

与
一
の
弓
の
腕
前
が
あ
ま
り
に
見
事
な
の
で
、
敵
も
味
方
も
感
動
し
、
や
ん
や
の
喝
采

を
送
る
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
（
後
掲
の
「『
平
家
物
語
』
扇
の
的
―
高
野
本
・
延
慶

本
対
照
表
―
」
参
照
）。
こ
れ
は
覚
一
本
系
の
伝
本
で
あ
る
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所

蔵
本
や
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
本
で
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
覚
一

本
系
の
一
般
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
10
）。

　

と
こ
ろ
が
、
教
科
書
教
材
「
扇
の
的
」
に
お
け
る
冒
頭
部
分
と
末
尾
部
分
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
（
古
文
に
よ
る
本
文
）。
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二
六

・
東
京
書
籍

　
　

�[

冒
頭
］
頃
は
二
月
十
八
日
の
酉
の
刻
ば
か
り
の
こ
と
な
る
に
、
折
節
北
風
激
し

く
て
、
礒
打
つ
波
も
高
か
り
け
り
。
舟
は
揺
り
上
げ
揺
り
す
ゑ
漂
へ
ば
、
扇
も
串

に
定
ま
ら
ず
ひ
ら
め
い
た
り
。　

―　

[

末
尾
］
平
家
の
方
に
は
音
も
せ
ず
。
源

氏
の
方
に
は
、
ま
た
箙
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。「
あ
、
射
た
り
。」
と
言
ふ

人
も
あ
り
、
ま
た
、「
情
け
な
し
。」
と
言
ふ
者
も
あ
り
。

・
光
村
図
書

　
　

�[

冒
頭
］
こ
ろ
は
二
月
十
八
日
の
酉
の
刻
ば
か
り
の
こ
と
な
る
に
、
を
り
ふ
し
北

風
激
し
く
て
、
礒
打
つ
波
も
高
か
り
け
り
。
舟
は
、
揺
り
上
げ
揺
り
す
ゑ
漂
へ
ば
、

扇
も
く
し
に
定
ま
ら
ず
ひ
ら
め
い
た
り
。　

―　

[

末
尾
］
平
家
の
方
に
は
音
も

せ
ず
、源
氏
の
方
に
は
ま
た
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。「
あ
、射
た
り
。」

と
言
ふ
人
も
あ
り
、
ま
た
、「
情
け
な
し
。」
と
言
ふ
者
も
あ
り
。　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、（
後
述
す
る
光
村
図
書
の
最
末
尾
部
分
を
除
け
ば
）
東
京

書
籍
と
光
村
図
書
の
冒
頭
部
分
・
末
尾
部
分
は
全
く
同
一
で
あ
る
（
表
記
は
や
や
異
な

る
）
こ
と
が
わ
か
る
。
が
、
そ
れ
と
同
時
に
高
野
本
に
お
け
る
「
那
須
与
一
」
の
段
の

冒
頭
部
分
・
末
尾
部
分
と
は
、
か
な
り
の
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

教
科
書
教
材
に
お
け
る
「
扇
の
的
」
の
段
は
、
高
野
本
で
言
え
ば
、「
那
須
与
一
」
の

段
に
て
、
源
氏
側
の
射
手
が
那
須
与
一
に
決
定
し
、
い
よ
い
よ
彼
が
扇
を
射
よ
う
と
し

て
い
る
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
、
次
の
「
弓
流
」
の
段
に
入
り
、
与
一
の
弓
の
腕
前
に
感

動
し
て
舞
い
を
始
め
た
平
家
方
の
老
武
者
を
、
与
一
が
非
情
に
も
射
落
と
し
て
し
ま
う

場
面
ま
で
を
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
詳
細
は
後
述
）。

　

「
那
須
与
一
」
の
段
と
「
弓
流
」
の
段
の
冒
頭
は
、
話
と
し
て
は
確
か
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
教
科
書
教
材
の
段
の
名
称
が
、「
那
須
与
一
」
で
も
「
弓
流
」
で
も
な
く
、「
扇

の
的
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
点
、
東
京
書
籍
は
、「「
那
須
与
一
」
の
一
節
は
こ
れ
で
終
わ
り
、
次
の
「
弓
流
」

に
入
る
と
（
以
下
略
、
筆
者
）」
と
い
う
説
明
を
加
え
た
上
で
、「
弓
流
」
の
当
該
部
分

を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
光
村
図
書
に
お
い
て
は
、
平
家
方
の
老
武
者
が
射
落
と
さ
れ

る
場
面
ま
で
を
掲
載
し
た
上
で
、「
こ
の
後
、
義
経
の
逸
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
弓

流
し
の
場
面
が
続
く
。」
と
し
て
、「
弓
流
」
の
最
末
尾
部
分
（
次
掲
）
を
掲
載
し
て
い

る
（
11
）。
こ
の
部
分
こ
そ
が
、
源
義
経
が
武
将
と
し
て
の
心
構
え
を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、

「
弓
流
」
の
段
の
キ
モ
で
あ
る
。

　
　

�[

最
末
尾
］「
弓
の
惜
し
さ
に
取
ら
ば
こ
そ
。
義
経
が
弓
と
い
は
ば
、
二
人
し
て
も

張
り
、
も
し
は
三
人
し
て
も
張
り
、
叔
父
の
為
朝
が
弓
の
や
う
な
ら
ば
、
わ
ざ
と

も
落
と
し
て
取
ら
す
べ
し
。
尫
弱
た
る
弓
を
敵
の
取
り
持
っ
て
、『
こ
れ
こ
そ
源

氏
の
大
将
九
郎
義
経
が
弓
よ
。』
と
て
、
嘲
哢
せ
ん
ぶ
る
が
口
惜
し
け
れ
ば
、
命

に
か
へ
て
取
る
ぞ
か
し
。」
と
、
宣
へ
ば
、
み
な
人
こ
れ
を
感
じ
け
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
、東
京
書
籍
と
光
村
図
書
の
教
科
書
教
材
の
中
心
は
、高
野
本
の
「
那

須
与
一
」
の
段
の
中
盤
か
ら
始
ま
り
、「
弓
流
」
の
段
の
冒
頭
ま
で
の
部
分
で
あ
っ
て
、

弓
の
達
人
・
那
須
与
一
が
共
通
の
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

六
、「
学
習
の
手
引
き
」
の
内
容

　

そ
れ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
に
お
い
て
は
、こ
の
教
材
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
所
謂
「
学
習
の
手
引
き
」
に
着
目
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
・
検

討
し
て
み
た
い
。
東
京
書
籍
で
は
「
課
題
」、
光
村
図
書
で
は
「
学
習
」
と
呼
称
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
該
当
部
分
を
示
す
。

・
東
京
書
籍
「
課
題
」

　

［
読
み
取
る
］

　
　

① 

表
現
の
特
徴
に
注
意
し
て
、「
那
須
与
一
」
を
繰
り
返
し
朗
読
し
て
み
よ
う
。

　
　

�

② 

海
に
乗
り
出
し
た
「
与
一
」
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
し

て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

　

［
考
え
を
深
め
る
］

　
　

�

ⓐ 

当
時
の
武
士
の
生
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
那

須
与
一
」「
弓
流
」
か
ら
読
み
取
り
、
考
え
た
こ
と
を
文
章
に
書
い
て
み
よ
う
。

・
光
村
図
書
「
学
習
」
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二
七

　

1 

確
認
し
よ
う

　
�

「
平
家
物
語
」
冒
頭
部
分
や
、「
扇
の
的
」
の
原
文
を
繰
り
返
し
朗
読
し
、
古
典
の
文

章
独
特
の
調
子
や
響
き
を
楽
し
も
う
。

　

2　

読
み
を
深
め
よ
う

場
面
の
状
況
と
、
そ
の
場
に
置
か
れ
た
登
場
人
物
の
心
情
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

① 

み
ぎ
わ
へ
向
か
っ
て
馬
を
歩
ま
せ
る
「
那
須
与
一
」
を
見
送
る
源
氏
の
武
士
た

ち
や
、「
義
経
」
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

② 

扇
の
的
を
射
る
た
め
に
海
に
馬
を
乗
り
入
れ
た
「
那
須
与
一
」
の
気
持
ち
が
表

現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
原
文
か
ら
抜
き
出
そ
う
。

③ 

最
後
の
場
面
で
、「
あ
、
射
た
り
。」
と
言
っ
た
人
と
、「
情
け
な
し
。」
と
言
っ

た
人
の
気
持
ち
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

3 

自
分
の
考
え
を
も
と
う

「
扇
の
的
」に
は
、「
那
須
与
一
」の
他
に
、戦
い
の
最
中
に
あ
り
な
が
ら
舞
を
舞
う「
黒

革
お
ど
し
の
鎧
の
男
」
や
、
敵
に
囲
ま
れ
た
状
況
の
中
で
、
自
分
の
弓
を
命
が
け
で

拾
い
上
げ
る
「
義
経
」
の
姿
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
す
が
た
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
登
場
人
物
た
ち
の
行
動
か
ら
、「
平
家
物
語
」
に
描
か
れ
た
も
の
の
見

方
や
考
え
方
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
み
よ
う
。

［
次
へ
つ
な
げ
よ
う
］

□
古
典
の
文
章
を
朗
読
し
て
表
現
に
な
れ
、
作
品
を
読
み
味
わ
っ
た
か
。

□
人
物
の
心
情
を
想
像
し
て
読
み
、
古マ

典マ

の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
触
れ
た
か
。

　

義
経
や
源
平
の
武
士
た
ち
の
行
動
や
心
情
を
問
う
設
問
も
一
部
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
や
は
り
那
須
与
一
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
て
、
と
り
わ
け
「
扇
の
的
」
を

射
る
た
め
に
海
に
乗
り
入
れ
た
時
の
与
一
の
心
情
に
、
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
与
一
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
扇
の
的
」
を
射
た
後
に
平
家
方

の
老
武
者
を
も
射
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、都
合
二
度
弓
を
射
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、「
扇
の
的
」
を
射
た
時
の
与
一
は
あ
れ
こ
れ
と
思
い
悩
む
の
で
あ
る
が
、
老

武
者
を
射
た
時
の
与
一
は
、
ま
る
で
別
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
一
切
躊
躇
す
る
こ
と

な
く
、
情
に
流
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
弓
を
射
る
の
で
あ
る
。
こ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
掘
り
下
げ
る
設
問
は
、「
学
習
の
手
引
き
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
昨
年
燕
市
立
分
水
中
学
校
に
て
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
水
戸
志
津
子

教
諭
に
よ
る
研
究
授
業
で
は
、「
平
家
の
武
者
に
弓
を
射
る
場
面
で
の
与
一
の
心
情
を

考
え
よ
う
。」
と
い
う
学
習
課
題
を
設
定
し
、「
平
家
の
武
者
を
射
る
時
に
、
与
一
に
迷

い
は
な
か
っ
た
の
か
？
」、「
与
一
は
こ
の
場
面
で
迷
わ
ず
に
弓
を
射
た
の
だ
ろ
う
か
？
」

な
ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
（
12
）。
ま
さ
に
生

徒
た
ち
は
、「
扇
の
的
」
を
射
る
際
に
は
大
い
に
逡
巡
し
て
い
た
与
一
が
、
老
武
者
を

射
る
時
に
は
何
の
躊
躇
い
も
な
い
か
の
如
く
行
動
し
た
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
二
つ
の

与
一
像
の
違
い
に
つ
い
て
そ
の
理
由
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
中
学
校
の
現
場
に
お
い
て
は
、「
学
習
の
手
引
き
」
を
越
え
て
、
那
須
与
一
を
中

心
と
し
た
当
時
の
武
士
た
ち
の
行
動
や
そ
の
心
情
に
、
よ
り
深
く
迫
ろ
う
と
す
る
取
り

組
み
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

た
だ
同
時
に
、
現
行
の
『
平
家
物
語
』
の
「
扇
の
的
」
の
教
材
で
は
、
そ
れ
は
な
か

な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
抱
い
た
。

　
　
　

七
、
古
写
本
に
お
け
る
「
扇
の
的
」

　

そ
こ
で
、『
平
家
物
語
』
の
「
扇
の
的
」（
実
際
に
は
「
那
須
与
一
」「
弓
流
」
の
段
）

の
本
文
に
つ
い
て
、改
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
手
立
て
と
し
て
は
、『
平

家
物
語
』
の
古
写
本
を
使
う
の
が
最
も
有
効
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
語
り

本
系
統
の
中
か
ら
覚
一
本
系
の
高
野
本
、
読
み
本
系
統
か
ら
は
、
古
態
を
存
す
る
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
延
慶
本
を
選
定
し
、
両
本
文
を
逐
一
比
較
・
検
討
し
て
み
た

い
（
13
）。　

　

そ
の
結
果
は
、
後
掲
の
「『
平
家
物
語
』
扇
の
的
―
高
野
本
・
延
慶
本
対
照
表
―
」

に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
上
段
に
高
野
本
、
下
段
に
延
慶
本
を
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
筋
立
て
（
全
部
で
十
四
場
面
）
を
示
し
た
。
表
を
一
瞥
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
実
は

教
科
書
教
材
の
「
扇
の
的
」
は
、
高
野
本
の
「
那
須
与
一
」
の
段
の
、
全
体
の
三
分
の

二
ほ
ど
の
部
分
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
「
弓
流
」
の
段
の
冒
頭
部
分
へ
と
続

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
、
延
慶
本
で
は
そ
れ
ら
は
「
余
一
助
高
扇
射
事
」
の

段
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
次
段
は
「
盛
次
与
能
盛
詞
戦
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
教
科
書
へ
の
採
録
の
有
無
を
明
示
す
る
た
め
に
、
便
宜
的
に
境
界
に
破
線
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を
引
き
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
部
分
（
破
線
よ
り
前
）
の
筋
立
て
に
は
、
丸
囲
み
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
Ⓐ
～
Ⓕ
（
六
場
面
）
を
付
し
、
採
録
さ
れ
て
い
る
部
分
（
破
線
よ

り
後
）
の
筋
立
て
に
は
、
丸
数
字
①
～
⑧
（
八
場
面
）
を
付
し
た
。
高
野
本
と
延
慶
本

と
で
大
略
同
内
容
の
本
文
で
あ
る
場
合
は
同
じ
記
号
と
し
、
そ
れ
が
見
当
た
ら
な
い
場

合
は
「
こ
の
部
分
な
し
」
と
表
示
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
高
野
本
に
あ
っ
て
延
慶
本
に
な
い
も
の
は
Ⓐ
Ⓒ
Ⓔ
の
三
場
面
、
延

慶
本
に
あ
っ
て
高
野
本
に
な
い
も
の
は
③
の
一
場
面
で
あ
る
よ
う
に
、
独
自
場
面
は
合

計
し
て
も
四
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
全
部
で
九
つ
の
独
自
場
面
が
存
し
た
「
敦
盛
の
最

後
」
に
比
べ
て
、
相
違
は
半
分
以
下
で
あ
っ
た
（
14
）。

　

と
は
言
え
、
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
は
、
高
野
本
の
方
が
詳
細
で
言

語
量
も
多
い
が
、
採
録
さ
れ
て
い
る
部
分
で
は
、
逆
に
延
慶
本
の
方
が
詳
細
で
言
語
量

も
多
い
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
た
。い
ま
独
自
場
面
を
中
心
に
、若
干
の
分
析
を
行
っ

て
み
た
い
。

　

Ⓐ
の
場
面
で
は
、
平
家
方
と
思
し
き
小
舟
が
一
艘
、
汀
に
向
か
っ
て
漕
ぎ
寄
せ
て
く

る
場
面
に
至
る
、
前
提
条
件
が
示
さ
れ
る
。
源
平
両
軍
が
対
峙
す
る
中
で
、「
扇
の
的
」

事
件
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
延
慶
本
に
は
な
い
。

　

Ⓑ
は
共
通
場
面
で
あ
る
が
、
高
野
本
で
は
小
舟
の
中
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
の
は
、
紅

地
に
日
の
丸
を
描
い
た
扇
で
あ
る
が
、
延
慶
本
で
は
月
を
描
い
た
扇
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ⓒ
は
、「
扇
の
的
」
を
掲
げ
た
平
家
方
の
意
図
を
、
義
経
が
後
藤
実
基
に
尋
ね
る
場

面
で
あ
る
。

  

Ⓔ
は
、
射
手
と
し
て
選
ば
れ
た
与
一
に
つ
い
て
、
年
齢
や
当
日
の
出
で
立
ち
な
ど
を

説
明
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
何
れ
も
延
慶
本
に
は
な
い
。

　

Ⓕ
は
、
義
経
か
ら
「
扇
の
的
」
の
真
ん
中
を
射
抜
く
よ
う
に
命
令
さ
れ
た
与
一
が
、

射
損
ず
る
か
も
し
れ
な
い
と
一
旦
は
断
る
の
で
あ
る
が
、
義
経
の
逆
鱗
に
触
れ
、
致
し

方
な
く
応
諾
す
る
場
面
で
あ
る
。
延
慶
本
で
は
、
余
一
（
与
一
）
は
全
く
辞
退
す
る
こ

と
な
く
、
即
座
に
承
知
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

①
は
延
慶
本
の
独
自
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
の
「
息
ノ
船
ニ
ハ
主
上
建
礼

門
院
ヲ
始
奉
テ
、
二
位
殿
、
北
政
所
、
月
卿
雲
客
、
屋
形
ヲ
並
ベ
テ
、
目
ヲ
ス
マ
シ
テ

是
ヲ
ミ
ル
。
汀
ノ
源
氏
ハ
九
郎
大
夫
判
官
ヲ
初
ト
シ
テ
、
東
国
北
国
ノ
大
名
小
名
、
小

馬
ヲ
静
メ
、
肩
ヲ
並
テ
見
物
ス
。
彼
ヲ
見
、
此
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
何
モ
晴
ナ
ラ
ズ
ト
云
事

ナ
シ
。」
の
部
分
は
、
高
野
本
の
①
の
末
尾
「
お
き
に
は
平
家
、
舟
を
一
面
に
な
ら
べ

て
見
物
す
。
陸
に
ハ
源
氏
、
く
つ
ば
み
を
な
ら
べ
て
是
を
み
る
。
い
づ
れ
も
〳
〵
、
晴

な
ら
ず
と
い
ふ
事
ぞ
な
き
。」
と
照
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
野
本
と
延
慶
本
は
、
同
じ
『
平
家
物
語
』
で
あ
っ
て
も
、
表
現
の
仕

方
や
叙
述
内
容
に
、
か
な
り
の
相
違
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
教
科
書
に
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
延
慶
本

と
、
高
野
本
に
お
け
る
「
那
須
与
一
」
の
前
半
部
分
を
取
り
上
げ
て
、
詳
細
に
比
較
・

検
討
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
に
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

以
下
、
視
点
を
絞
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

１
．
冷
酷
・
非
情
さ
が
際
立
ち
す
ぎ
る
与
一
（
高
野
本
）

  

高
野
本
で
は
、
⑥
～
⑧
の
場
面
（「
弓
流
」
の
冒
頭
）
に
お
い
て
、「
伊
勢
三
郎
義
盛
、

与
一
が
う
し
ろ
へ
あ
ゆ
ま
せ
よ
（
つ
）
て
、「
御
定
ぞ
、
つ
か
ま
つ
れ
」
と
い
ひ
け
れ

ば
、
今
度
は
な
か
ざ
し
と
（
つ
）
て
う
ち
く
は
せ
、
よ
（
つ
）
ひ
い
て
し
や
（
つ
）
く

び
の
骨
を
ひ
や
う
ふ
つ
と
ゐ
て
、ふ
な
ぞ
こ
へ
さ
か
さ
ま
に
ゐ
た
を
す
。」と
あ
る
如
く
、

義
経
の
腹
心
・
伊
勢
義
盛
が
後
か
ら
与
一
に
歩
み
寄
り
、
義
経
の
命
を
伝
え
る
と
、
与

一
は
情
け
容
赦
な
く
、
即
座
に
老
武
者
を
射
落
と
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
前
述
し
た
。と
こ
ろ
が
延
慶
本
で
は
、「
源
氏
ノ
方
ヨ
リ
是
ヲ
ミ
テ
、「
ア
レ
ヲ
射
ヨ
」

と
云
ケ
ル
ニ
、
或
又
、「
若
射
ハ
ヅ
イ
ツ
ル
物
ナ
ラ
バ
、
先
ニ
扇
ヲ
射
タ
リ
ツ
ル
事
モ

気
味
有
マ
ジ
。
ナ
イ
ソ
」
ト
云
者
モ
ア
リ
。「
只
ト
ク
射
ヨ
」
ト
云
者
モ
ア
リ
。
余
一

「
射
」
ト
云
時
ニ
ハ
矢
ヲ
サ
シ
ハ
ゲ
、「
ナ
射
ソ
」
ト
云
ヲ
リ
ハ
矢
ヲ
サ
シ
ハ
ヅ
シ
ケ
ル

ホ
ド
ニ
、「
ナ
イ
ソ
」
ト
云
者
ハ
少
ク
、「
只
射
ヨ
」
ト
云
者
ハ
多
リ
ケ
レ
バ
」（
す
る
と
、

源
氏
方
か
ら
こ
れ
を
見
て
、「
あ
れ
を
射
よ
」
と
言
っ
た
の
だ
が
、「
も
し
射
外
し
た
ら
、

先
ほ
ど
扇
を
射
た
こ
と
も
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
射
る
な
」
と
い
う
者
も
い
た

し
、「
早
く
射
よ
」と
い
う
者
も
い
た
。
余
一
は「
射
よ
」と
言
う
時
は
矢
を
つ
が
え
、「
射

る
な
」
と
言
う
時
は
矢
を
外
し
て
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
「
射
る
な
」
と
い
う
者
は
少
な

く
な
り
、「
射
よ
」
と
い
う
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
）
と
あ
っ
て
、
周
囲
の
い
ろ

い
ろ
な
声
に
右
往
左
往
し
、
矢
を
番
え
た
り
外
し
た
り
す
る
余
一
（
与
一
）
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

２
．
冷
酷
・
非
情
さ
の
裏
に
あ
る
理
由

　

と
こ
ろ
が
、
最
初
の
「
扇
の
的
」
を
射
る
件
に
お
い
て
は
、
延
慶
本
に
は
、「
判
官
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「
ア
ノ
扇
仕
レ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
資
高
辞
ル
ニ
不
及
一
、「
承
候
ヌ
」
ト
テ
、
渚
ノ
方
ヘ

ゾ
歩
セ
ケ
ル
」（
Ⓕ
の
場
面
）
と
あ
る
よ
う
に
、余
一
（
与
一
）
は
逡
巡
す
る
こ
と
な
く
、

即
座
に
命
令
に
従
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、前
述
し
た
よ
う
に
、

高
野
本
で
は
か
な
り
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、

◯�

「
い
か
に
宗
高
、
あ
の
扇
の
ま
（
ん
）
な
か
ゐ
て
、
平
家
に
見
物
せ
さ
せ
よ
か
し
」。

（
中
略
）
み
か
た
の
兵
共
う
し
ろ
を
は
る
か
に
見
を
く
（
つ
）
て
、「
こ
の
わ
か
も
の

一
定
つ
か
ま
つ
り
候
ぬ
と
覚
候
」
と
申
け
れ
ば
、
判
官
も
た
の
も
し
げ
に
ぞ
見
給
ひ

け
る
。（
Ⓕ
の
場
面
））

義
経
か
ら
、「
あ
の
扇
の
真
ん
中
を
射
て
み
ろ
」
と
言
わ
れ
た
与
一
は
、「
射
お
お
せ
る

か
ど
う
か
は
不
定
で
す
。
も
し
射
損
じ
た
ら
御
方
の
キ
ズ
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
射
る

こ
と
が
で
き
る
人
に
仰
せ
つ
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
」と
一
旦
は
断
る
の
で
あ
る
が
、

義
経
は
怒
っ
て
、「
オ
レ
の
命
令
に
背
く
な
。
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
者
は
さ
っ
さ
と
帰
っ

て
し
ま
え
」
と
言
う
の
で
、
こ
れ
以
上
は
拒
め
な
い
と
覚
悟
し
た
与
一
は
、「
外
れ
る

か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ご
命
令
な
の
で
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と

で
、
致
し
方
な
く
覚
悟
を
決
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
、
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
高
野
本
の
⑥
～
⑧
の
場
面
に
お
い
て
、
伊

勢
義
盛
の
言
（
義
経
の
命
）
に
よ
っ
て
、直
ち
に
躊
躇
な
く
平
家
方
の
（
舞
っ
て
い
た
）

老
武
者
を
射
落
と
し
た
与
一
の
行
動
が
、
明
瞭
に
理
解
で
き
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
直
前
に
あ
っ
た
義
経
と
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
、
与
一
は
義
経
の
命
に
も
は
や

逆
ら
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
15
）。
こ
の
こ
と
は
、
引
い
て
は
源
平

武
士
団
の
、質
的
な
相
違
に
も
直
結
す
る
内
容
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、採
録
さ
れ
な
か
っ

た
Ⓐ
～
Ⓕ
の
場
面
（
と
り
わ
け
Ⓕ
の
場
面
）
の
記
述
内
容
を
押
さ
え
な
い
限
り
、
射
手

と
し
て
二
度
弓
を
射
た
那
須
与
一
の
、
そ
の
時
そ
の
時
の
心
情
を
く
み
取
る
こ
と
は
極

め
て
難
し
く
、
当
然
源
平
武
士
団
の
質
的
な
違
い
を
読
み
取
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

八
、
む
す
び

　

筆
者
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
に
、
当
該
古
典
作
品

の
伝
本
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
古
典
作
品
は
紙
に
筆
と
墨
で
文
字
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
に
は
書
写
者
の
個
性
や
そ
の
人
物
が
生
き
た
時
代
の
文
化
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
教
科
書
の
活
字
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
を
、
当
該
古
典
作
品

の
唯
一
の
形
と
勘
違
い
し
て
い
る
。「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る

事
項
」
が
新
設
さ
れ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
常
々
古
典
作
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
身
と
し

て
は
、
な
お
の
こ
と
残
念
な
状
況
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
古
典
作
品
の
伝
本
を
利
用
し
始
め
た
と
こ
ろ
、
上
述
の
如
く
、
教
科
書
教

材
だ
け
で
は
気
づ
き
得
な
い
、
様
々
な
事
実
を
再
発
見
し
、
作
品
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

本
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
語
り
本
系
統
の
高
野
本
と
読

み
本
系
統
の
延
慶
本
と
で
は
、
表
現
の
仕
方
や
叙
述
内
容
に
大
き
な
違
い
が
看
取
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
教
科
書
に
は
高
野
本
が
採
録
さ
れ
る
の
み
で
、
延
慶
本
が
採
ら
れ
た

こ
と
は
全
く
な
い
。
今
回
こ
の
延
慶
本
を
比
較
本
文
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
平
家

物
語
』
は
一
つ
に
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
教
科
書

の
本
文
と
は
異
な
る
筋
立
て
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
那
須
与
一
が
二
度

弓
を
射
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
心
情
が
大
い
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
た

は
ず
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
言
う
が
、
古
典
作
品
の
本
文
は
大
抵
一
つ
で
は
な
い
。
旧
態
依
然
と
し
た

従
来
の
授
業
づ
く
り
や
教
科
書
作
り
は
、
も
は
や
要
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
一
刻

も
早
く
気
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
作
品
理
解
の
幅
が
拡
が
れ
ば
、
必
然
的
に
授
業
の
幅
が

拡
が
り
、
さ
ら
に
は
奥
行
き
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
授
業
の
中
で
こ
そ
、「
古
典

の
世
界
に
触
れ
」、「
古
典
の
世
界
を
楽
し
み
」、「
古
典
の
世
界
に
親
し
む
」
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
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三
〇

［
注
］

（
１
）
拙
稿
「
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
―
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
平
泉
・
光
堂
の
句

を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
こ
と
ば
と
く
ら
し
』
第
27
号
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）。

（
２
）「
教
育
研
究
」
55
号(

国
際
基
督
教
大
学
教
育
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
３
）
拙
稿
「
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り
―
『
平
家
物
語
』
敦
盛
の
最
後
を
め
ぐ
っ

て
―
」（『
新
大
国
語
』
第
39
号
、
掲
載
予
定
）。

（
４
）
以
下
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
系 

平
家
物
語　

上
下
』（
岩
波
書
店
）、『
新

日
本
古
典
文
学
大
系 

平
家
物
語　

上
下
』（
岩
波
書
店
）、『
日
本
古
典
文
学
全

集 

平
家
物
語　

一
二
』（
小
学
館
）、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

平
家
物
語

　

①
②
』（
小
学
館
）、『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

平
家
物
語　

上
中
下
』（
新
潮
社
）、

後
掲
の
注
（
５
）（
７
）
の
複
製
本
解
題
、『
平
家
物
語
大
事
典
』（
東
京
書
籍
）、

『
平
安
時
代
史
事
典　

本
編
・
上
下
』『
同　

資
料
索
引
編
』（
角
川
書
店
）、『
国

史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
等
の
辞
書
類
に
よ
っ
た
。

（
５
）
東
京
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
・
高
野
本
―
『
高
野
本
平
家
物
語 

東
京
大
学

国
語
研
究
室
蔵 

一
～
一
二
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
三
年
）、
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
所
蔵
本
―
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書　

平
家
物
語　

一
～
四
』（
思
文
閣

出
版
、
一
九
九
三
年
）。

（
６
）国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
百
二
十
句
本
―『
平
家
物
語 
百
二
十
句
本 

一
～
六
』

（
古
典
文
庫
、
一
九
六
八
）。

（
７
）
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
・
延
慶
本
―
『
延
慶
本
平
家
物
語 
一
～
六
』（
汲
古

書
院
、
一
九
八
三
年
）。

（
８
）
三
省
堂
の
教
科
書
の
み
、
な
ぜ
か
「
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
」
以
下
の

文
言
が
採
ら
れ
て
い
な
い
。

（
９
）
注
（
５
）
に
掲
げ
た
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
本
に
は
章
段
名
が
な
い
。

市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
本
で
は
「
那
須
与
一
扇
」「
弓
流
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
本
―
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

二
〇
一
五
年
九
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
。

      

（http://w
w
w
.library.yonezaw

a.yam
agata.jp/dg/A

A
204.htm

l

）

（
11
）
平
家
方
の
老
武
者
が
射
落
と
さ
れ
る
場
面
は
、す
で
に
「
弓
流
」
の
段
に
入
っ

て
い
る
の
で
、
厳
密
に
言
え
ば
光
村
図
書
の
説
明
は
正
し
く
な
い
。

（
12
）
二
〇
一
五
年
一
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
、
平
成
二
七
年
度
・
第
九
回
燕
市

中
学
校
国
語
担
当
者
会
議
（
新
潟
大
学
教
育
学
部
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
）

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
研
究
授
業
で
あ
る
。
分
水
中
学
校
の
二
年
三
組
で
実

施
さ
れ
た
。

（
13
）
注
（
５
）
高
野
本
、
注
（
７
）
延
慶
本
の
本
文
に
よ
っ
た
。

（
14
）
注
（
３
）
拙
稿
に
詳
し
い
。

（
15
）
但
し
、
東
京
書
籍
・
光
村
図
書
と
も
に
、
当
該
本
文
の
要
約
を
付
し
て
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
話
の
流
れ
は
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
文
に
よ

る
本
文
で
は
な
い
た
め
に
、
重
要
な
箇
所
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
。

   ［
付
記
］

　
　

�　

本
稿
は
、
注
（
12
）
に
示
し
た
平
成
二
七
年
度
・
第
九
回
燕
市
中
学
校
国
語
担

当
者
会
議
（
新
潟
大
学
教
育
学
部
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
、
二
〇
一
五
年
一
二

月
八
日
、
分
水
中
学
校
）
に
お
い
て
行
っ
た
講
義
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

九
月
一
八
日
の
第
六
回
（
燕
北
中
学
校
）
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
の
「
敦
盛
の

最
後
」
に
続
い
て
、
同
じ
く
『
平
家
物
語
』
の
「
扇
の
的
」
を
取
り
上
げ
、
諸
本

の
比
較
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の
提
案
を
行
っ
た
。

　
　

�　

現
在
小
中
学
校
の
教
科
書
の
改
訂
時
期
に
当
た
っ
て
い
て
、本
年
度
は
小
学
校
、

次
年
度
は
中
学
校
の
教
科
書
が
全
面
改
定
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
す
べ
て
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
改
訂
前
の
教
科
書
に
よ
っ
て
い
る
。

�

（
二
〇
一
六
年
三
月
二
五
日
成
稿
）

［
追
記
］
そ
の
後
、
改
訂
版
の
教
科
書
に
て
確
認
作
業
を
行
っ
た
。

　
　

�　

ま
ず
、
唯
一
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
を
出
典
と
し
て
い
た
学
校

図
書
も
ま
た
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
変
更
と
な
り
、
全
教

科
書
が
『
新
編
』
で
統
一
さ
れ
た
が
、
何
れ
の
底
本
も
高
野
本
で
あ
る
の
で
、
本

稿
の
趣
旨
に
は
全
く
影
響
し
な
い
。
教
科
書
教
材
の
採
録
部
分
も
全
く
同
じ
で

あ
っ
た
。
な
お
、「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」
か
ら
「
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
」

に
及
ぶ
冒
頭
文
に
つ
い
て
は
、
旧
版
で
は
な
ぜ
か
三
省
堂
の
み
「
お
ご
れ
る
人
も

久
し
か
ら
ず
」
以
下
の
文
言
が
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
版
で
は
他
に
倣
っ

て
全
文
を
採
録
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
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三
一

　
　

�　

次
に
、「
学
習
の
手
引
き
」に
は
若
干
の
変
更
が
認
め
ら
れ
た
。
東
京
書
籍
で
は
、

［
読
み
取
る
］
の
①
②
は
全
く
同
一
で
あ
る
が
、［
考
え
を
深
め
る
］
は
ⓐ
が
「
③ 

武
士
の
価
値
観
や
生
き
方
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
那

須
与
一
」「
弓
流
し
」
か
ら
読
み
取
り
、
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。」
と
改
め

ら
れ
た
。「
価
値
観
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
光
村
図
書
で
は
、
1
は
全
く
同
一

で
あ
る
が
、
2
は
「
② 

扇
の
的
を
射
る
た
め
に
、
海
に
馬
を
乗
り
入
れ
た
「
那

須
与
一
」
の
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
原
文
か
ら
抜
き
出
そ
う
。」
が

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
3
は
「「
扇
の
的
」
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
の
行
動
や
心

情
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
読
み
取
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
み
よ
う
。」
の
如
く
に
、
か
な
り
簡
略
な
表
現

に
変
わ
っ
た
。［
次
へ
つ
な
げ
よ
う
］ 

は
［
学
習
を
振
り
返
る
］
に
変
わ
り
、「
・

古
典
の
文
章
の
調
子
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
か
。・
登
場

人
物
の
行
動
や
心
情
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
読
み
取
っ
た

か
。」
に
改
め
ら
れ
た
。
な
お
、
東
京
書
籍
・
光
村
図
書
と
も
に
、
朗
読
は
音
読

に
は
改
め
ら
れ
ず
、
朗
読
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
　

�　

「
扇
の
的
」
を
採
録
す
る
二
つ
の
教
科
書
に
お
け
る
「
学
習
の
手
引
き
」
に
関

し
て
は
、「
若
干
の
変
更
」
と
言
う
よ
り
も
、
よ
り
簡
素
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
印
象
で
あ
る
。鳴
り
物
入
り
で
あ
っ
た
今
回
の
教
科
書
改
訂
の
目
的
は
、い
っ

た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
。
小
手
先
の
改
訂
で
お
茶
を
濁
し
て
い
る
と
し
か
思
わ
れ

な
い
。�

（
同
年
八
月
三
一
日
改
稿
）

語
り
本
系
・
高
野
本
（
覚
一
本
）

筋
立
て

読
み
本
系
・
延
慶
本

筋
立
て

『
平
家
物
語
』
扇
の
的　

―
高
野
本
（
覚
一
本
）・
延
慶
本
対
照
表
―

《
那
須
与
一
》

さ
る
程
に
、
阿
波
、
讃
岐
に
平
家
を
そ
む
い
て
源

氏
を
待
ち
け
る
物
ど
も
、
あ
そ
こ
の
峯
、
こ
こ
の

洞
よ
り
十
四
五
騎
、
二
十
騎
、
う
ち
つ
れ
う
ち
つ

れ
ま
い
り
け
れ
ば
、
判
官
ほ
ど
な
く
三
百
餘
騎
に

ぞ
な
り
に
け
る
。「
け
ふ
は
日
く
れ
ぬ
。
勝
負
を

決
す
べ
か
ら
ず
」
と
て
、
引
退
く
處
に
、

お
き
の
方
よ
り
尋
常
に
か
ざ
（
つ
）
た
る
少
舟
一

艘
、
み
ぎ
は
へ
む
い
て
こ
ぎ
よ
せ
け
り
。
磯
へ

七
八
段
ば
か
り
に
な
り
し
か
ば
、
舟
を
よ
こ
さ
ま

に
な
す
。「
あ
れ
ハ
い
か
に
」
と
み
る
程
に
、
舟

の
う
ち
よ
り
よ
は
ひ
十
八
九
ば
か
り
な
る
女
房

の
、
ま
こ
と
に
ゆ
う
に
う
つ
く
し
き
が
、
柳
の
い

つ
つ
ぎ
ぬ
に
く
れ
な
ゐ
の
は
か
ま
き
て
、
み
な
紅

の
扇
の
日
い
だ
し
た
る
を
、
舟
の
せ
が
い
に
は
さ

Ⓐ
阿
波
、
讃
岐
で
平
家
に
背
い
て
源
氏
を
待
っ
て

い
た
者
ど
も
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
判

官
・
義
経
の
勢
力
は
三
百
餘
騎
ま
で
に
な
っ
た
。

日
暮
と
な
り
、
両
軍
が
退
却
し
て
い
る
と
、

Ⓑ
沖
の
方
か
ら
渚
に
向
か
っ
て
小
舟
が
一
艘
、
磯

ま
で
70
～
80
ｍ
程
で
横
向
き
に
な
っ
た
。「
あ
れ

は
何
だ
」
と
見
て
い
る
う
ち
に
、
中
か
ら
十
八
九

歳
程
の
美
し
い
女
房
が
出
て
き
て
、
紅
に
日
の
丸

の
扇
を
船
枻
に
挟
ん
で
、
陸
に
向
か
っ
て
手
招
き

し
た
。

《
余
一
助
高
扇
射
事
》

平
家
ノ
方
ヨ
リ
船
一
艘
進
ミ
来
ル
。
浦
船
カ
ト
見

ル
ホ
ド
ニ
、
兵
一
人
モ
不
乗
一
ケ
リ
。
渚
近
ク
押
寄

テ
一
丁
余
ニ
ユ
ラ
レ
タ
リ
。
暫
ク
有
テ
、
船
中
ヨ

リ
齢
廿
計
モ
ヤ
有
ラ
ン
ト
オ
ボ
シ
テ
、
女
房
ノ
柳

裏
ニ
紅
ノ
袴
キ
タ
ル
ガ
、
皆
紅
ノ
扇
ノ
月
出
シ
タ

ル
ヲ
ハ
サ
ミ
テ
、
船
ノ
舳
ニ
立
テ
ゝ
、
是
ヲ
射
ヨ

ト
オ
ボ
シ
ク
テ
、
源
氏
ノ
方
ヲ
招
テ
、
持
タ
ル
扇

ニ
指
ヲ
サ
シ
テ
、扇
ヲ
セ
ガ
ヒ
ニ
立
テ
入
ニ
ケ
リ
。

（
こ
の
部
分
な
し
）

Ⓑ
平
家
方
よ
り
（
一
人
の
兵
も
乗
っ
て
い
な
い
）

船
が
一
艘
、
渚
か
ら
100
ｍ
程
の
と
こ
ろ
で
波
に
揺

ら
れ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
中
か
ら
二
十
歳
程

の
女
房
が
出
て
き
て
、
紅
に
月
を
描
い
た
扇
を
指

さ
し
て
、
こ
れ
を
射
よ
と
ば
か
り
に
源
氏
方
を
手

招
き
し
、
そ
の
扇
を
船
枻
に
立
て
て
船
内
に
戻
っ

た
。
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三
二

ミ
た
て
ゝ
、
陸
へ
む
ひ
て
ぞ
ま
ね
ひ
た
る
。

判
官
、
後
藤
兵
衛
実
基
を
め
し
て
、「
あ
れ
ハ
い

か
に
」
と
の
給
へ
ば
、「
ゐ
よ
と
に
こ
そ
候
め
れ
。

た
ゞ
し
大
将
軍
、
矢
お
も
て
に
す
ゝ
む
て
傾
城
を

御
ら
ん
ぜ
ば
、
手
だ
れ
に
ね
ら
う
て
ゐ
お
と
せ
と

の
は
か
り
事
と
お
ぼ
え
候
。
さ
も
候
へ
、
扇
を
ば

ゐ
さ
せ
ら
る
べ
う
や
候
ら
ん
」
と
申
。

「
ゐ
つ
べ
き
仁
ハ
み
か
た
に
誰
か
あ
る
」
と
の
給

へ
ば
、「
上
手
ど
も
い
く
ら
も
候
な
か
に
、
下
野

国
の
住
人
、
那
須
太
郎
資
高
が
子
に
与
一
宗
高
こ

そ
小
兵
で
候
へ
ど
も
手
き
ゝ
で
候
へ
」。「
証
拠
ハ

い
か
に
」
と
の
給
へ
ば
、「
か
け
鳥
な
ど
を
あ
ら

が
う
て
、三
に
二
は
必
ず
ゐ
お
と
す
物
で
候
」。「
さ

ら
ば
め
せ
」
と
て
め
さ
れ
た
り
。

与
一
其
比
は
廿
ば
か
り
の
お
の
こ
也
。
か
ち
に
、

あ
か
地
の
錦
を
も
て
お
ほ
く
び
、
は
た
袖
い
ろ
え

た
る
直
垂
に
、
萌
黄
を
ど
し
の
鎧
き
て
、
足
じ
ろ

の
太
刀
を
は
き
、
き
り
ふ
の
矢
の
、
其
日
の
い
く

さ
に
ゐ
て
少
々
の
こ
（
つ
）
た
り
け
る
を
、
か
し

ら
だ
か
に
お
ひ
な
し
、
う
す
き
り
ふ
に
鷹
の
羽
は

ぎ
ま
ぜ
た
る
ぬ
た
目
の
か
ぶ
ら
を
ぞ
さ
し
そ
へ
た

る
。
し
げ
ど
う
の
弓
脇
に
は
さ
ミ
、
甲
を
ば
ぬ
ぎ

た
か
ひ
も
に
か
け
、
判
官
の
前
に
畏
る
。

「
い
か
に
宗
高
、あ
の
扇
の
ま
（
ん
）
な
か
ゐ
て
、

平
家
に
見
物
せ
さ
せ
よ
か
し
」。
与
一
畏
て
申
け

る
ハ
、「
ゐ
お
ほ
せ
候
は
む
事
、
不
定
に
候
。
ゐ

損
じ
候
な
ば
、
な
が
き
み
か
た
の
御
き
ず
に
て
候

べ
し
。
一
定
つ
か
ま
つ
ら
ん
ず
る
仁
に
仰
付
ら
る

べ
う
や
候
ら
ん
」
と
申
。
判
官
大
に
い
か
（
つ
）

Ⓒ
「
あ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と
義
経
が
聞
く

と
、
後
藤
実
基
が
「
射
よ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

大
将
軍
が
矢
面
に
進
ん
で
傾
城
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
る
時
に
、
手
練
れ
の
者
に
狙
わ
せ
よ
う
と
い
う

謀
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
扇
を

射
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」と
い
う
。

Ⓓ
義
経
が
「
誰
か
適
当
な
人
物
は
い
る
か
」
と
聞

く
と
、後
藤
は
「
小
兵
だ
け
れ
ど
も
手
利
き
で
す
」

と
し
て
、
那
須
与
一
を
推
薦
し
た
。
重
ね
て
「
証

拠
は
」
と
義
経
が
聞
く
と
、
後
藤
は
「
翔
鳥
で
は

三
の
う
ち
二
は
必
ず
落
と
し
ま
す
」
と
答
え
、
与

一
を
召
す
こ
と
に
な
っ
た
。

Ⓔ
与
一
は
二
十
歳
ほ
ど
の
男
で
、
萌
黄
威
の
鎧
を

着
て
、
足
白
の
太
刀
を
差
し
、
切
斑
の
矢
の
残
り

を
負
い
、
ぬ
た
目
の
鏑
矢
を
差
し
添
え
て
い
た
。

滋
籐
の
弓
を
脇
に
挟
ん
で
判
官
の
御
前
に
畏
ま
っ

た
。

Ⓕ
「
あ
の
扇
の
真
ん
中
を
射
て
み
ろ
」
と
義
経
か

ら
言
わ
れ
た
与
一
は
、「
射
お
お
せ
る
か
ど
う
か

は
不
定
で
す
。
も
し
射
損
じ
た
ら
御
方
の
キ
ズ
に

な
り
ま
す
。
絶
対
に
射
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
仰

せ
つ
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う
と
、
義

経
は
怒
っ
て
、「
義
経
の
命
令
に
背
く
な
。
そ
れ

源
氏
ノ
軍
兵
是
ヲ
ミ
テ
、「
誰
ヲ
以
カ
イ
サ
ス
ベ

キ
」
ト
評
定
有
ケ
ル
ニ
、
後
藤
兵
衛
実
基
ガ
申
ケ

ル
ハ
、「
此
勢
ノ
中
ニ
ハ
、
少
シ
小
兵
ニ
テ
コ
ソ

候
ヘ
ド
モ
、下
野
国
住
人
那
須
太
郎
資
宗
ガ
子
息
、

那
須
余
一
資
高
コ
ソ
候
ラ
メ
。
ソ
レ
コ
ソ
係
取
ヲ

三
度
ニ
二
射
テ
取
者
ニ
テ
候
へ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、

「
サ
ラ
バ
召
セ
」
ト
テ
、
余
一
ヲ
召
ス
。

判
官
「
ア
ノ
扇
仕
レ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
資
高
辞
ル

ニ
不
及
一
、「
承
候
ヌ
」
ト
テ
、
渚
ノ
方
ヘ
ゾ
歩
セ

ケ
ル
。
余
一
ハ
褐
衣
ノ
鎧
直
垂
ニ
、
紫
ス
ソ
ゴ
ノ

鎧
ニ
、
大
切
文
フ
ノ
矢
ニ
二
所
籐
ノ
弓
持
テ
、
黒

鴾
毛
ナ
ル
馬
ニ
白
覆
輪
ノ
鞍
置
テ
ゾ
乗
タ
リ
ケ

ル
。
海
ノ
面
一
段
計
歩
出
シ
テ
、
馬
ノ
ム
ナ
ガ
ヒ

（
こ
の
部
分
な
し
）

Ⓓ
源
氏
方
で
は
「
誰
に
い
さ
せ
よ
う
か
」
と
評
定

が
あ
っ
た
が
、
後
藤
実
基
が
「
少
し
小
兵
だ
け
れ

ど
も
、
那
須
余
一
が
い
ま
す
。
翔
鳥
を
三
に
二
は

取
る
者
で
す
」
と
言
う
の
で
、「
そ
れ
で
は
召
せ
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

（
こ
の
部
分
な
し
）

Ⓕ
「
あ
の
扇
を
射
ろ
」
と
義
経
が
言
う
の
で
、
余

一
は
拒
む
こ
と
が
で
き
ず
「
承
知
し
ま
し
た
」
と

言
っ
て
渚
に
歩
み
寄
っ
た
。
余
一
は
紫
裾
濃
の
鎧

を
着
て
、
切
斑
の
矢
に
二
所
籐
の
弓
を
持
っ
て
、

黒
鴾
毛
の
馬
に
白
覆
輪
の
鞍
を
置
い
て
乗
っ
て
い

た
。
海
に
10
ｍ
程
、
馬
の
胸
懸
が
つ
く
程
ま
で
歩
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て
、「
鎌
倉
を
た
（
つ
）
て
西
国
へ
お
も
む
か
ん

殿
腹
は
、
義
経
が
命
を
そ
む
く
べ
か
ら
ず
。
す
こ

し
も
子
細
を
存
ぜ
ん
人
は
、
と
う
〳
〵
是
よ
り
か

へ
ら
る
べ
し
」
と
ぞ
の
給
ひ
け
る
。
与
一
か
さ
ね

て
辞
せ
ば
あ
し
か
り
な
ん
と
や
思
け
ん
、「
は
づ

れ
ん
ハ
し
り
候
ハ
ず
、
御
定
で
候
へ
バ
、
つ
か
ま

（
つ
）
て
こ
そ
見
候
は
め
」
と
て
、
御
ま
へ
を
罷

立
、
黒
き
馬
の
ふ
と
う
た
く
ま
し
ゐ
に
、
小
ぶ
さ

の
鞦
か
け
、
ま
ろ
ぼ
や
す
（
つ
）
た
る
鞍
お
い
て

ぞ
の
（
つ
）
た
り
け
る
。
弓
と
り
な
を
し
、
手
綱

か
い
く
り
、み
ぎ
は
へ
む
ひ
て
あ
ゆ
ま
せ
け
れ
ば
、

み
か
た
の
兵
共
う
し
ろ
を
は
る
か
に
見
を
く（
つ
）

て
、「
こ
の
わ
か
も
の
一
定
つ
か
ま
つ
り
候
ぬ
と

覚
候
」
と
申
け
れ
ば
、
判
官
も
た
の
も
し
げ
に
ぞ

見
給
ひ
け
る
。矢
ご
ろ
す
こ
し
と
を
か
り
け
れ
ば
、

海
ヘ
一
段
ば
か
り
う
ち
い
れ
た
れ
ど
も
、
猶
扇
の

あ
ハ
ひ
七
段
ば
か
り
ハ
あ
る
ら
む
と
こ
そ
見
え
た

り
け
れ
。

こ
ろ
は
二
月
十
八
日
の
酉
刻
ば
か
り
の
事
な
る

に
、
お
り
ふ
し
北
風
は
げ
し
く
て
、
礒
う
つ
浪
も

た
か
か
り
け
り
。
舟
は
ゆ
り
あ
げ
ゆ
り
す
ゑ
た
ゞ

よ
へ
ば
、
扇
も
く
し
に
さ
だ
ま
ら
ず
ひ
ら
め
い
た

り
。
お
き
に
は
平
家
、
舟
を
一
面
に
な
ら
べ
て
見

物
す
。
陸
に
ハ
源
氏
、
く
つ
ば
み
を
な
ら
べ
て
是

を
み
る
。
い
づ
れ
も
〳
〵
、
晴
な
ら
ず
と
い
ふ
事

ぞ
な
き
。

与
一
、
目
を
ふ
さ
い
で
、「
南
無
八
幡
大
菩
薩
、

我
国
の
神
明
、
日
光
権
現
、
宇
都
宮
、
那
須
の
ゆ

せ
ん
大
明
神
、
願
く
ハ
あ
の
扇
の
ま
（
ん
）
な
か

ゐ
さ
せ
て
た
ば
せ
給
へ
。
こ
れ
を
ゐ
そ
ん
ず
る
物

な
ら
ば
、
弓
き
り
お
り
自
害
し
て
、
人
に
二
た
び

が
わ
か
ら
な
い
者
は
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
え
」

と
言
う
の
で
、
こ
れ
以
上
は
拒
め
な
い
と
覚
悟
し

た
与
一
は
、「
外
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
ご
命
令
な
の
で
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
こ
と
で
、
小
房
の
付
い
た
鞦
を
か
け
、
ま
ろ

ぼ
や
模
様
の
鞍
を
置
い
た
逞
し
い
黒
馬
に
乗
り
、

手
綱
を
取
っ
て
渚
に
歩
ま
せ
る
と
、
御
方
の
兵
ど

も
が
「
こ
の
若
者
な
ら
き
っ
と
射
る
で
し
ょ
う
」

と
言
う
の
で
、
義
経
も
頼
も
し
げ
に
見
た
。
矢
ご

ろ
が
少
し
遠
い
の
で
、
海
ヘ
10
ｍ
程
入
っ
た
が
、

ま
だ
扇
ま
で
は
70
ｍ
程
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。　

①
頃
は
二
月
十
八
日
の
酉
の
刻
程
で
、
北
風
が
激

し
く
、
波
が
高
か
っ
た
。
的
と
な
る
扇
は
、
そ
の

影
響
で
揺
れ
動
い
て
い
た
。
沖
で
は
船
で
平
家
方

が
見
物
し
、
陸
で
は
馬
上
で
源
氏
方
が
見
物
し
て

い
た
。
晴
れ
が
ま
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

②
与
一
は
目
を
ふ
さ
い
で
、
真
ん
中
に
射
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、「
こ
の
矢
を
外
さ
せ
た
も
う

な
」
と
神
頼
み
を
し
た
。
す
る
と
、
風
も
少
し
弱

ま
っ
て
、
扇
も
射
や
す
く
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

ヅ
ク
シ
マ
デ
打
ヒ
デ
ゝ
、
中
七
段
計
ニ
テ
馬
ヒ
カ

ヘ
テ
見
レ
バ
、

比
ハ
二
月
ノ
中
ノ
十
日
ノ
事
ナ
レ
バ
、
余
寒
猶
ハ

ゲ
シ
キ
上
、
ケ
サ
ヨ
リ
北
風
吹
ア
レ
テ
、
海
上
静

ナ
ラ
ズ
。
波
ハ
イ
ト
ゞ
立
マ
サ
ル
、
船
ハ
浮
ヌ
沈

ヌ
漂
ヘ
バ
、
立
タ
ル
扇
ヒ
ラ
メ
イ
テ
、
座
ニ
モ
タ

マ
ラ
ズ
ク
ル
メ
キ
ケ
リ
。
イ
ヅ
ク
ヲ
何
ニ
射
ベ
シ

ト
モ
、
射
ツ
ボ
更
ニ
覚
ヘ
ネ
バ
、

余
一
目
ヲ
フ
サ
ギ
心
ヲ
静
メ
テ
祈
念
ス
。「
願
ハ

西
海
ノ
鎮
守
宇
佐
八
幡
大
菩
薩
、
殊
ニ
ハ
氏
ウ
ブ

ス
ナ
日
光
権
現
宇
津
宮
大
明
神
、
今
一
度
本
国
ヘ

迎
サ
セ
給
ベ
キ
ナ
ラ
バ
、
弓
矢
ニ
立
ソ
ヒ
守
リ
給

ヘ
。
若
此
矢
ヲ
射
ハ
ヅ
シ
ヌ
ル
物
ナ
ラ
バ
、
永
ク

み
入
っ
た
が
、
ま
だ
扇
ま
で
は
70
ｍ
程
の
距
離
が

あ
っ
た
。（
そ
こ
で
）
馬
を
控
え
て
見
る
と
、

①
比
は
二
月
の
十
日
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
寒
さ

が
激
し
い
上
に
、
朝
か
ら
北
風
が
吹
き
荒
れ
て
、

波
が
大
変
高
か
っ
た
。
立
て
た
扇
の
的
は
ひ
ら
ひ

ら
と
ひ
ら
め
い
て
、
ど
こ
を
射
た
ら
よ
い
の
か
、

ツ
ボ
が
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

②
余
一
は
目
を
ふ
さ
い
で
心
を
静
め
、
自
分
を

守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
も
し
射
損
ず
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
腹
掻
き
切
っ
て
海
に
入
り
、
毒
龍
の
眷

属
に
な
る
と
神
々
に
祈
念
し
た
。
す
る
と
、
風
が

少
し
静
か
に
な
っ
て
、
扇
も
ま
た
座
席
に
静
ま
っ
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面
を
む
か
ふ
べ
か
ら
ず
。
い
ま
一
度
本
国
へ
む
か

へ
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
ば
、
こ
の
矢
は
づ
さ
せ
給
ふ

な
」
と
、
心
の
う
ち
に
祈
念
し
て
、
目
を
見
ひ
ら

ひ
た
れ
ば
、
風
も
す
こ
し
吹
よ
は
り
、
扇
も
ゐ
よ

げ
に
ぞ
な
（
つ
）
た
り
け
る
。

与
一
、
鏑
を
と
（
つ
）
て
つ
が
ひ
、
よ
（
つ
）
ひ

い
て
ひ
や
う
ど
は
な
つ
。
小
兵
と
い
ふ
ぢ
や
う
、

十
二
束
三
ふ
せ
、
弓
は
つ
よ
し
、
浦
ひ
び
く
ほ
ど

な
が
な
り
し
て
、
あ
や
ま
た
ず
扇
の
か
な
め
き
ハ

一
寸
ば
か
り
を
い
て
、
ひ
ふ
つ
と
ぞ
ゐ
き
（
つ
）

た
る
。
鏑
は
海
へ
入
け
れ
ば
、
扇
は
空
へ
ぞ
あ
が

り
け
る
。
し
ば
し
は
虚
空
に
ひ
ら
め
き
け
る
が
、

春
風
に
、一
も
ミ
二
も
み
も
ま
れ
て
、海
へ
さ（
つ
）

と
ぞ
ち
（
つ
）
た
り
け
る
。

夕
日
の
か
ゝ
や
い
た
る
に
、
み
な
紅
の
扇
の
日
い

だ
し
た
る
が
、
し
ら
浪
の
う
へ
に
た
ゞ
よ
ひ
、
う

き
ぬ
し
ず
ミ
ぬ
ゆ
ら
れ
け
れ
ば
、
奥
に
ハ
平
家
、

ふ
な
ば
た
を
た
ゝ
い
て
感
じ
た
り
。陸
に
ハ
源
氏
、

（
こ
の
部
分
な
し
）

④
与
一
が
鏑
矢
を
取
っ
て
射
る
と
、
小
兵
と
は

言
っ
て
も
弓
は
強
い
の
で
、
矢
は
長
鳴
り
し
て
、

扇
の
要
の
一
寸
ほ
ど
の
と
こ
ろ
を
射
切
っ
た
。
鏑

矢
は
海
に
入
り
、
扇
は
空
に
舞
い
上
が
っ
て
、
虚

空
に
ひ
ら
め
い
た
後
、
春
風
に
も
ま
れ
な
が
ら
海

に
散
っ
た
。

⑤
夕
日
の
中
、
日
の
丸
を
描
い
た
皆
紅
の
扇
が
、

白
波
の
上
で
揺
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
平
家
方

は
沖
で
舟
端
を
た
た
い
て
感
じ
入
り
、
源
氏
方
は

陸
で
箙
を
た
た
い
て
ど
よ
め
い
た
。

本
国
ヘ
不
可
返
ル
。腹
カ
イ
キ
リ
テ
此
海
ニ
入
テ
、

毒
龍
ノ
眷
属
ト
成
ベ
シ
」
ト
祈
念
シ
テ
、
目
ヲ
見

ア
ゲ
テ
見
ケ
レ
バ
、
風
少
シ
静
テ
、
扇
座
席
ニ
静

リ
タ
リ
。

此
ニ
余
一
心
少
シ
イ
サ
バ
シ
ク
シ
テ
、
心
ノ
中
ニ

案
ジ
ケ
ル
ハ
、「
サ
ス
ガ
ニ
物
ノ
射
ニ
ク
（
キ
）
ハ
。

夏
山
ノ
峯
、
緑
ノ
木
ノ
間
ヨ
リ
、
ホ
ノ
カ
ニ
見
ユ

ル
小
鳥
ヲ
殺
サ
デ
射
ル
コ
ソ
大
事
ナ
レ
。
是
ハ
波

ノ
上
ノ
扇
ナ
レ
バ
タ
ヤ
ス
カ
ル
ベ
シ
ト
モ
、
息
ノ

船
ニ
ハ
主
上
建
礼
門
院
ヲ
始
奉
テ
、
二
位
殿
、
北

政
所
、
月
卿
雲
客
、
屋
形
ヲ
並
ベ
テ
、
目
ヲ
ス
マ

シ
テ
是
ヲ
ミ
ル
。
汀
ノ
源
氏
ハ
九
郎
大
夫
判
官
ヲ

初
ト
シ
テ
、
東
国
北
国
ノ
大
名
小
名
、
小
馬
ヲ
静

メ
、
肩
ヲ
並
テ
見
物
ス
。
彼
ヲ
見
、
此
ヲ
案
ズ
ル

ニ
、
何
モ
晴
ナ
ラ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。
サ
レ
バ
怯
猿

ノ
芸
ヲ
施
シ
ケ
ル
養
由
、
飛
雁
ノ
声
ヲ
射
ケ
ル
更

贏
モ
、
胸
シ
ヌ
ベ
ク
」
ゾ
オ
ボ
ヘ
ケ
ル
。

余
一
鏑
取
テ
ハ
ゲ
テ
、
十
二
束
二
伏
ヲ
ヨ
（
ッ
）

引
テ
、
シ
バ
シ
カ
タ
メ
テ
兵
ド
射
タ
リ
。
浦
ヒ
ゞ

ケ
ト
海
ノ
面
ヲ
遠
鳴
シ
テ
、
五
六
段
ヲ
射
渡
シ
、

扇
ノ
蚊
目
ハ
タ
ト
イ
テ
、
二
ニ
サ
ト
ゾ
サ
ケ
ニ
ケ

ル
。
一
ハ
海
ニ
入
テ
波
ニ
ユ
ラ
ル
。
一
ハ
一
丈
許

空
ヘ
上
ル
。
折
節
嵐
吹
テ
地
ニ
モ
ヲ
ト
サ
ズ
、
ソ

ラ
ニ
吹
上
テ
舞
遊
ブ
。

平
家
ノ
方
ニ
ハ
是
ヲ
見
テ
、
船
バ
タ
ヲ
叩
キ
船
屋

形
ヲ
叩
キ
感
ケ
リ
。
源
氏
ノ
方
ニ
ハ
前
ツ
輪
ヲ
叩

キ
、エ
ビ
ラ
ヲ
叩
テ
ド
ゞ
メ
キ
ケ
リ
。夕
日
ニ
カ
ゝ

ヤ
キ
テ
波
ノ
上
ニ
落
ケ
レ
バ
、
秋
ノ
嵐
ニ
龍
田
川

た
。

③
余
一
は
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
思
っ
た
。「
さ

す
が
に
射
に
く
そ
う
だ
。
夏
山
の
木
の
間
か
ら
か

す
か
に
見
え
る
小
鳥
を
、
殺
さ
な
い
で
射
る
こ
と

は
難
事
だ
。
こ
ち
ら
は
浪
の
上
の
扇
だ
か
ら
た
や

す
い
こ
と
だ
が
、
沖
の
船
に
は
主
上
や
建
礼
門
院

を
始
め
、
二
位
殿
等
々
の
高
貴
な
方
々
が
固
唾
を

飲
ん
で
見
て
い
る
。
一
方
の
汀
の
源
氏
は
、
九
郎

判
官
を
始
め
と
し
て
東
国
北
国
の
武
士
た
ち
が
肩

を
並
べ
て
見
物
し
て
い
る
。
何
れ
も
晴
れ
が
ま
し

い
こ
と
だ
。き
っ
と
弓
の
名
人
の
養
由
や
更
贏
も
、

胸
が
潰
れ
そ
う
だ
っ
た
は
ず
だ
」
と
思
っ
た
。

④
余
一
が
鏑
矢
を
取
っ
て
射
る
と
、
矢
は
海
の
上

を
遠
鳴
り
し
て
50
～
60
ｍ
程
射
渡
し
、
扇
の
要
を

射
貫
い
て
二
つ
に
裂
け
た
。
一
つ
は
海
上
で
波
に

揺
ら
れ
、
一
つ
は
一
丈
ほ
ど
空
中
に
飛
ん
で
、
ひ

ら
ひ
ら
と
舞
い
遊
ん
だ
。

⑤
平
家
方
で
は
こ
れ
を
見
て
、
舟
端
や
船
屋
形
を

叩
い
て
感
じ
入
り
、
源
氏
方
で
は
前
輪
や
箙
を
叩

い
て
ど
よ
め
い
た
。
扇
は
夕
日
に
輝
い
て
波
の
上

に
落
ち
た
の
で
、
秋
の
嵐
で
龍
田
川
に
紅
葉
が
散
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三
五

ゑ
び
ら
を
た
ゝ
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。

《
弓
流
》

あ
ま
り
の
面
白
さ
に
、
感
に
た
へ
ざ
る
に
や
と
お

ぼ
し
く
て
、
舟
の
う
ち
よ
り
と
し
五
十
ば
か
り
な

る
男
の
、
黒
革
お
ど
し
の
鎧
き
て
、
白
柄
の
長
刀

も（
つ
）た
る
が
、扇
た
て
た
り
け
る
處
に
た（
つ
）

て
ま
ひ
し
め
た
り
。

伊
勢
三
郎
義
盛
、
与
一
が
う
し
ろ
へ
あ
ゆ
ま
せ
よ

（
つ
）
て
、「
御
定
ぞ
、
つ
か
ま
つ
れ
」
と
い
ひ
け

れ
ば
、

今
度
は
な
か
ざ
し
と
（
つ
）
て
う
ち
く
は
せ
、
よ

（
つ
）
ひ
い
て
し
や
（
つ
）
く
び
の
骨
を
ひ
や
う

ふ
つ
と
ゐ
て
、
ふ
な
ぞ
こ
へ
さ
か
さ
ま
に
ゐ
た
を

す
。
平
家
の
か
た
に
ハ
音
も
せ
ず
、
源
氏
の
方
に

ハ
、又
ゑ
び
ら
を
た
ゝ
い
て
ど
よ
め
き
け
り
。「
あ
、

ゐ
た
り
」
と
い
ふ
人
も
あ
り
、又
、「
な
さ
け
な
し
」

と
い
ふ
も
の
も
あ
り
。

⑥
感
に
堪
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
五
十
ば
か
り
の
武

士
が
船
の
中
か
ら
現
れ
、
黒
革
威
の
鎧
を
着
、
白

柄
の
長
刀
を
持
っ
て
、
扇
を
立
て
て
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
舞
っ
た
。

⑦
す
る
と
、
伊
勢
三
郎
義
盛
が
与
一
の
後
に
歩
み

寄
っ
て
、「
ご
命
令
だ
、
や
れ
（
あ
れ
を
射
よ
）」

と
言
う
の
で
、

⑧
今
度
は
中
指
の
矢
を
取
っ
て
、
引
き
絞
っ
て
首

の
骨
を
射
る
と
、
武
士
は
船
底
へ
逆
さ
ま
に
射
倒

さ
れ
た
。
平
家
方
で
は
音
も
せ
ず
、
源
氏
方
で
は

箙
を
た
た
い
て
ど
よ
め
い
た
が
、「
よ
く
射
た
」

と
言
う
人
も
あ
れ
ば
、「
情
け
が
な
い
」
と
言
う

人
も
い
た
。

ニ
紅
葉
ノ
チ
リ
シ
ク
カ
ト
ゾ
覚
ヘ
ケ
ル
。
敵
モ
御

方
モ
是
ヲ
見
テ
、
一
同
ニ
ア
ト
ゾ
云
合
ケ
ル
。

《
余
一
助
高
扇
射
事
》
の
つ
づ
き

余
リ
感
ニ
不
絶
一 

ザ
（
ル
）
ニ
ヤ
、
平
家
ノ
船
ノ

中
ヨ
リ
、
年
五
十
余
リ
ナ
ル
武
者
ノ
、
黒
革
威
ノ

鎧
キ
テ
大
擲
刀
持
タ
ル
ガ
、
扇
立
ツ
ル
セ
ガ
ヒ
ノ

上
ニ
テ
舞
ケ
リ
。

源
氏
ノ
方
ヨ
リ
是
ヲ
ミ
テ
、「
ア
レ
ヲ
射
ヨ
」
と

云
ケ
ル
ニ
、或
又
、「
若
射
ハ
ヅ
イ
ツ
ル
物
ナ
ラ
バ
、

先
ニ
扇
ヲ
射
タ
リ
ツ
ル
事
モ
気
味
有
マ
ジ
。
ナ
イ

ソ
」
ト
云
者
モ
ア
リ
。「
只
ト
ク
射
ヨ
」
ト
云
者

モ
ア
リ
。
余
一
「
射
」
ト
云
時
ニ
ハ
矢
ヲ
サ
シ
ハ

ゲ
、「
ナ
射
ソ
」
ト
云
ヲ
リ
ハ
矢
ヲ
サ
シ
ハ
ヅ
シ

ケ
ル
ホ
ド
ニ
、「
ナ
イ
ソ
」
ト
云
者
ハ
少
ク
、「
只

射
ヨ
」
ト
云
者
ハ
多
リ
ケ
レ
バ
、

余
一
今
度
ハ
中
指
ヲ
取
テ
番
テ
、
又
ヨ
（
ッ
）
引

テ
射
タ
リ
ケ
レ
バ
、
舞
ケ
ル
武
者
ノ
内
甲
ヲ
後
ヘ

ツ
ト
射
出
タ
リ
ケ
レ
バ
、
男
ハ
シ
バ
シ
モ
タ
マ
ラ

ズ
、
マ
（
ッ
）
逆
ニ
海
ヘ
ガ
ブ
ト
入
ニ
ケ
ル
。
其

度
ハ
船
中
ハ
ニ
ガ
リ
、
ヲ
ト
モ
セ
ズ
。
源
氏
ノ
方

ニ
ハ
「
ア
イ
タ
リ
〳
〵
」
ト
云
者
モ
ア
リ
、又
「
無

情
射
タ
リ
」
ト
云
者
モ
ア
リ
。

り
敷
い
た
よ
う
に
な
っ
て
、敵
も
味
方
も
「
あ
っ
」

と
言
い
合
っ
た
。

⑥
感
に
堪
え
な
く
な
っ
た
の
か
、
平
家
の
舟
か
ら

五
十
余
り
の
武
士
で
、
黒
革
威
の
鎧
を
着
て
大
長

刀
を
持
っ
た
者
が
、
扇
を
立
て
た
船
枻
の
上
で

舞
っ
た
。

⑦
す
る
と
、
源
氏
方
か
ら
こ
れ
を
見
て
、「
あ
れ

を
射
よ
」
と
言
っ
た
の
だ
が
、「
も
し
射
外
し
た

ら
、
先
ほ
ど
扇
を
射
た
こ
と
も
意
味
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
射
る
な
」
と
い
う
者
も
い
た
し
、「
早

く
射
よ
」
と
い
う
者
も
い
た
。
余
一
は
「
射
よ
」

と
言
う
時
は
矢
を
つ
が
え
、「
射
る
な
」
と
言
う

時
は
矢
を
外
し
て
い
た
が
、だ
ん
だ
ん
「
射
る
な
」

と
い
う
者
は
少
な
く
な
り
、「
射
よ
」
と
い
う
者

が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

⑧
今
度
は
中
指
の
矢
を
取
っ
て
番
え
て
引
き
絞
っ

て
射
る
と
、
舞
っ
て
い
た
武
士
の
内
甲
を
後
方
に

射
出
し
た
の
で
、
男
は
た
ま
ら
ず
に
真
っ
逆
さ
ま

に
海
ヘ
落
ち
た
。（
平
家
方
の
）
船
中
で
は
苦
り

切
っ
て
音
も
せ
ず
、
源
氏
方
で
は
「
あ
、
射
た
ぞ
、

射
た
ぞ
」
と
い
う
者
も
い
て
、「
情
け
無
く
射
た

も
の
だ
」
と
い
う
者
も
い
た
。


